





















　Asadditionaldata, thecommentsconcerning the topicof school songsbyabout50general
membersof societyon thebulletinboard thatareattached to thehomepageof theYomiuri
Shimbun(oneofmajornewspapers inJapan)wereanalysed.  In thesecomments themajority
of people affirmatively caught the school song.  People left from thehometown recall the
hometown,classmates,teachersandpastschool livesbysingingtheschoolsongs. Ontheother
hand,peoplewholiveinthehometownsingtheschoolsongwithchildren.
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図11．在学中の地域に住むかどうかと中学校校歌を思
い出すかどうかの関係
Ⅱ．掲示板「発言小町」の書き込み
　本年3月3日，読売新聞の「発言小町」の「話題」
のカテゴリーにトピックス立てたところ，数日のうち
に約50人ほどの人から書き込みがあった。全員が卒業
した人，20代から高齢者まで。「好きじゃない」は少数，
好きな人が多い（これは，関心がある人がこのトピッ
クスに目が行くし，書き込みをするだろうから当然だ
が）。郷里を離れて懐かしむ人と，地元に住み続けて
いて，自分の子どもと一緒に歌うという人も居た。
　入学して初めて聞いた時から気に入った人と，なん
ども歌ってから親しみを持つ人も。幼稚園の園歌，地
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域の市歌も好かれている。校歌は同窓会だけでなく，
結婚披露宴で新郎あるいは新婦の同級生たちが歌った
り，また在学中に校歌の替え歌を歌って，卒業後は替
え歌のほうをよく覚えているという人，など，様々で
ある。
　
【全体的考察】
　本稿では児童・生徒にとって校歌はどんな影響を及
ぼすのかを知る手掛かりとして，現在大学生となって
いる人たちに質問紙調査を行い，彼らが小中学校・高
校時代に歌った校歌について尋ねた。また補足資料と
して，一般社会人に出身学校の校歌をどのように受け
止めて居るか尋ねた。
　集計結果を見ると，90％以上の者が「校歌は必要だ」
と回答し，また「長く歌い継がれて行って欲しい」と
いう者も80％を超えて居た。意外なことに，「校歌が
嫌いだった」と答えた者でも「校歌が必要」「長く歌
い継がれて行って欲しい」と回答している者が少なく
なかった。
　宮島（2008）は小中学校の音楽担当者に聞きとりを
行ったところ，「校歌の存在は行事のために練習する。
だから，普段は歌わない歌である」とか「校歌は式次
第の一部であり，ただの道具であり，とりあえず一番
は覚えさせると行事の時は大丈夫」と考えている教師
も居たという。中学校の音楽教師に「校歌は有った方
がいい。受け継がれた方がいい，と考えている生徒が
多い」との調査結果を示すと，「大嫌いなのに信じら
れない」と現場とのギャップを改めて痛感していたと
いう。また，他の教師は「教えるのがしんどい。残ら
ない」と校歌本来の存在意義について，校歌を指導す
る教師と児童・生徒の間に大きな隔たりを感じて居た
と指摘する。音楽教師の印象では，生徒は音楽の教科
書に載っている歌の方が好きであって，校歌は好きで
なさそうなのに，卒業して年月が経過して思い出す時
に，「心に残る歌」と成る不思議な歌，と語る教師も
居たと述べている。
　在学当時は校歌が嫌いだったが，今思うと「校歌か
ら連想するもの」の回答に見るように，当時の学校生
活・同級生・先生・郷里の風物などと結び付いて懐か
しく思い出されることが多いのだろう。校歌はコミュ
ニティソングの一種だと宮島は述べる。学校という集
団の一員としての自覚を持たせて，そこの学校の児童・
生徒としてのアイデンティティを形成させるようだ。
　個々の校歌の歌としての魅力もまた様々なので，そ
れも愛着を持たれる要因であろう。また，昼休みに校
歌を流したり，下校時間に流すなどの学校と式典にだ
け歌うという学校もあって，学校における校歌の使い
方の違いも影響するだろう。在学中に住んだ地域に住
み続けて居る者と別の地域に住む者の間での校歌を受
け止める違いを見ると，大きな違いは無い。地元に住
む者の方が覚えて居ることも思い出すことがやや多い
ように見える。これは，「思い出すきっかけ」の回答
に学校の近くを通った時，学校を見た時，などが挙げ
られているように，きっかけが多いからかも知れない。
どの程度強い思いで想起するかについて今回の調査か
らは把握できて居なかった。
　校歌は在学生を学校という集団に結びつけ，愛着を
持たせる役割を持っている一方で，学校が好き，学校
生活が充実していた人にとって学校の一部として校歌
にも愛着を持つという一面があるのではないだろう
か。「おぼえていない理由」に「高校に愛着がなく・・・」
と記して居た回答が有った。また，掲示板への書き込
みに「中学校の校歌は全く覚えていません。これは，
中学時代にはいい思い出が無いためでしょう。つまり，
楽しかった学校生活なら，行事にも積極的に参加した
り，校歌を歌うのも好きでしょうし，暗い学校生活な
ら，校歌にも愛着がわきようがない，ということでしょ
うか」と記述している方が居た。また別の40代半ばと
いう男性は「私は出身高校が大好きで愛校心の塊です」
という書き出しで，卒業後も同窓会で校歌を歌って盛
り上がると述べ，さらに「あああああ，こうして書い
ているだけでも愛校心が熱くたぎります・・つくづく
幸せな高校時代だったなと思います」と結んでいる。
学校生活の楽しさと校歌の好き嫌いは関係が有るので
はないだろうか。また，61歳の男性は「高校を卒業し
て43年になりますが，今でも校歌の一番を覚えており
ます・・・校歌を歌う時，自分が18歳の時を思い出し
ます」と記している。大庭（大庭茂美　1996）は「学
校教育の潜在的カリキュラム」として校訓・校章とと
もに校歌を取り上げているが，校歌は他の二つがスタ
ティックであるのに対して，遥かにダイナミックなイ
ンパクトを児童・生徒に及ぼしているのではないかと
思われる。
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